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セルロース分解菌の電流生成特性を利用したシロアリ探知法の開発 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

2022年度には、シロアリの後腸から単離されたセルロース分解菌による細胞外電子伝達機構を調

べた。菌体表面の酸化還元特性を電気化学的測定により解析し、電子伝達を担う酸化還元タンパ

ク質を遺伝子レベルで同定するため、細胞の大量培養、膜抽出、タンパク質の LC-MS-MS分析を

行った。また、細胞外電子伝達が菌体の生理代謝へ与える影響を明らかにするために、電極の有

無によるトランスクリプトームと代謝物濃度の差異を HPLCで調査した。得られた結果から、シロアリ

腸内菌が新規な電子移動代謝経路を持つことが分かった。 
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